
 

自分
じ ぶ ん

の考
かんが

え、思
おも

いを伝
つた

える力
ちから

を高
たか

める 

校長 風間 裕之 
 

 

１月
がつ

１８日
にち

（土
ど

）の「むぎのほデー」には、たくさんの方
かた

に御来場
ごらいじょう

いただき

ありがとうございました。こどもたちそれぞれが、これまで学
まな

んだことやでき

るようになったこと、ゲームのやり方
かた

など、伝
つた

えることを意識
い し き

した活動
かつどう

を 行
おこな

い

ました。どの子
こ

も、自分
じ ぶ ん

の 考
かんが

えや思
おも

いを分
わ

かってもらうための手立
て だ

てを準備
じゅんび

し、自分
じ ぶ ん

の言葉
こ と ば

で伝
つた

えようとがんばっている 姿
すがた

が見
み

られたのではないでしょ

うか。 

富士
ふ じ

根南
ねみなみ

小学校
しょうがっこう

では、900人
にん

の個性
こ せ い

を生
い

かし、多様
た よ う

な仲間
な か ま

と 力
ちから

を合
あ

わせる

「みんなで創
つく

る学校
がっこう

プロジェクト」を進
すす

めていますが、そこでも伝
つた

えることが

とても大
おお

きな意味
い み

をもっています。みんなでよりよいものを目指
め ざ

して創
つく

るため

には、お互
たが

いが 考
かんが

えていること、思
おも

っていることを伝
つた

えること、そして理解
り か い

し

合
あ

うことが必要
ひつよう

だからです。ただ、伝
つた

えることは、個々
こ こ

の違
ちが

いが大
おお

きくなれば

なるほど、つまり多様
た よ う

な他者
た し ゃ

であればあるほど、難
むずか

しくなっていきます。いろ

いろな人
ひと

に、自分
じ ぶ ん

の 考
かんが

えを伝
つた

える 力
ちから

は、これからこどもたちが出会
で あ

うであろ

う多
おお

くの人
ひと

と分
わ

かり合
あ

うために、そして自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

がよりよく生
い

きていくために

も極
きわ

めて大切
たいせつ

な 力
ちから

です。 

学校
がっこう

では、言葉
こ と ば

の表 現 力
ひょうげんりょく

を中 心
ちゅうしん

に、伝
つた

える手立
て だ

てを学
まな

んでいきます。ま

た、こどもたちの思
おも

いを引
ひ

き出
だ

す「なぜ？」「どうし

て？」「わけは？」「どうしたい？」などの言葉掛
こ と ば が

けで、

伝
つた

える 力
ちから

を高
たか

めていきます。御家庭
ご か て い

でも、自分
じ ぶ ん

の 考
かんが

えや思
おも

いを分
わ

かりやすく伝
つた

えられたときには、大
おお

いに

ほめていただくと共
とも

に言葉
こ と ば

が足
た

りないときは、丁寧
ていねい

に

思
おも

いを引
ひ

き出
だ

し、伝
つた

える 力
ちから

を高
たか

めていただければと思
おも

います。 

令和６年度 ２月号  

富士宮市立富士根南小学校 

全校児童   940 人 

〈学校ＨＰはこちらから〉 学校教育目標「夢を持って、自ら考え、共に学ぶ子」 

学校経営目標「高い判断力で、希望と笑顔あふれる学校づくり」 

麦の穂 

学校だより



学校の様子 
12 月９日（月） １月７日（火） 1 月 18 日（土） 

５年クラブチーム派遣事業 始業式 むぎのほ DAY 

   
静岡県教育委員会のオリパラレ

ガシー教育推進事業で、静甲株式

会社ソフトボールチームの方に

教えていただきました。ソフトボ

ールに取り組んだことのない児

童も多く、投げ方や打ち方などを

練習し、簡単なゲームを楽しみま

した。 

校長先生の話では、増加する外国

人観光客が挙げた日本のよいと

ころとして、公共交通機関の時刻

の正確さやまちの清潔さを例と

して話をしました。学校でも「じ

かん きれい ことば」をみんな

で取り組んでいこうと話しまし

た。 

むぎのほ DAY で、１年間の学習の

成果を発表しました。１年生による

秋の実りを使った遊びの紹介を始

めとして、６年生は今後の自分の未

来について表現するなど、各学年で

工夫した発表が行われました。2 月

には、5 年生が代表して、富士山学

習発表会に参加します。 

２月行事予定 

３（月） ３年５時間 

５（水） ６年生ありがとう月間開会式 

     学校徴収金振替日 

６（木） １年４時間 ４年５時間 

７（金） ２年４時間 ひばり号 

10（月） 普５日課  

11（火） 建国記念の日 

12（水） ４年・支援級朝おとぎ 

     入学説明会 １年３時間 

13（木） ６年ありがとう集会 

14（金） ひばり号 

16（日） 資源回収･トイレ清掃 

17（月） ３年５時間 １・２年おとぎの部屋 

     地域の人に感謝する週間 

     青少年赤十字加盟登録式 

19（水） 代表委員会  

20（木） 授業参観⑤ 懇談会⑥ 

21（金） 普５日課 ２年４時間 ひばり号 

     ６年生ありがとう月間閉会式 

23（日） 天皇誕生日 富士山の日 

24（月） 振替休日 

26（水） ようこそ南小への会 

27（木） ４年５時間 

28（金） ５年式場設営 昼礼 ２年４時間 

     ４・６年５時間 ６年卒業おとぎ 

 

 

地域の皆様と共に 「学校間連携」 

幼稚園・保育園・こども園・小学校・中学校までの学校間連携は、こ

どもたちの成長を支えるためにとても大切です。学習指導要領では、発

達段階に応じた教育をつなげていくことが求められています。小学校で

学ぶ基礎が中学校での学びに活かされ、高校でさらに深められるように、

指導内容を計画的に接続させることで、こどもたちが無理なく成長し、

将来の力を育てられるようにしています。 

富士根南小学校では、小中連携として「青少年健全育成会議講演会」

を開催して、6 年生が参加しました。また、県立東高校の生徒が探究学

習の成果を 6 年生に発表して交流しました。2 月には 1 年生が「ようこ

そ南小への会」を開いて新 1年生となる園児を招待します。また、円滑な連携と切れ目のないこども支援

を図るために、職員間の研修交流も行っています。 

今後は、来年度から発足する学校運営協議会を核として、コミュニティ・スクールの体制の元で、保護

者や地域の方々と協力し、学びを地域社会とつなげることで、こどもたちが自信をもち、社会に貢献でき

る力を育むことを目指します。 

青少年健全育成会議講演会 


